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県
内
篤
志
家
か
ら
の
寄
付
金
４
億
円
を

原
資
に
基
金
を
設
置
し
、
平
成
３
年
か
ら

地
域
福
祉
の
推
進
を
目
的
と
し
て
い
る
4

つ
の
領
域
の
事
業
・
活
動
に
対
し
て
助
成

を
行
っ
て
い
ま
す
。

福
井
県
ま
ご
こ
ろ
基
金
助
成
事
業

　

福
井
県
社
会
福
祉
協
議
会
（
以
下
「
本
会
」）
で
は
、
県
内
の
地
域
福
祉
の
推
進
や
高

齢
者
の
生
き
が
い
づ
く
り
に
つ
な
が
る
先
駆
的
な
活
動
を
行
う
団
体
・
グ
ル
ー
プ
に
対
し

て
、
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
は
総
額
４
，９
７
９
，０
０
０
円
の
助
成
を
決
定
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
助
成
金

が
有
効
に
活
用
さ
れ
、
団
体
の
活
動
の
拡
が
り
と
県
内
の
地
域
福
祉
の
推
進
に
つ
な
が
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

地
域
活
動
へ
の
助
成
を

通
じ
た
ま
ち
づ
く
り

～
一
つ
一
つ
の
草
の
根
活
動
を
紡
い
で
～

⑴�

高
齢
者
福
祉
の
推
進
を
目
的
と
す

る
事
業

⑵�

障
が
い
者
福
祉
の
推
進
を
目
的
と

す
る
事
業

⑶�

児
童
福
祉
の
推
進
を
目
的
と
す
る

事
業

⑷�

「
地
域
住
民
の
つ
な
が
り
」
や
「
福

祉
の
ま
ち
づ
く
り
」
の
推
進
を
目

的
と
す
る
事
業

特 集

　

こ
の
助
成
事
業
の
開
始
以
来
、
助
成
を

希
望
す
る
団
体
か
ら
の
ニ
ー
ズ
は
年
々
高

ま
り
を
み
せ
て
お
り
、
取
り
組
み
課
題
や

地
域
に
根
ざ
す
福
祉
活
動
を
支
援

平成 28 年度交付式（6月 29 日）

区　分 No 申込団体名 事　業　名
⑴高齢者福祉の
推進を目的とす
る事業

1 あわさか認知症キャラバンメイト連絡会 講習会で使用する備品整備事業
2 京町いきいきクラブ みんな！すこやかに「介護予防教室」開催事業

⑵障がい者福祉
の推進を目的と
する事業

3 にこにこクラブＳＵＮＦＩＳＨ 子どもの安全で安心な成長を支えるサポーター育成事業
4 精神保健福祉ボランティア「クレヨン」 メンタルヘルス合同研修会開催事業
5 あとりえ風 「みんなで楽しくアートしよう！『あとりえ風』作品展」開催事業
6 社会福祉法人 はこべ福祉会  はこべの家 洋式トイレの便器改修事業

7 特定非営利活動法人
障害者自立援助センターしいのみ 地域交流ミニコンサート開催事業

8 PHOENIX 福井 北陸ブロック交流大会参加事業
9 福井県知的障害児者生活サポート協会 アート展の開催
10 しえる 専門家を招いての相談会開催事業
11 アトリエかの 障がい者に役立つ災害 BOOK の作成事業

12 ゆめのたまごプロジェクト 講演会「重度重複障害児との関わりの中でのコミュニケーショ
ン」開催事業

13 福井県精神保健福祉家族会連合会 みんなねっと北信越ブロック家族会精神保健福祉研修会参加事業
14 福井言友会 「ふくい吃音のつどい 2016」開催事業
15 社会福祉法人 あおい福祉会 「タブレットを使って自分の思いを伝えよう！」備品整備事業
16 特定非営利活動法人  ＡＯＺＯＲＡ福井 感覚統合のための遊具整備事業
17 福井県身体障害者相談員連絡協議会 観光地バリアフリーマップ作成のための調査事業
18 福井アスペの会 秋期研修会開催事業

⑶児童福祉の推
進を目的とする
事業

19 子どもいきいきプロジェクト 新米ママのための育児不安解消サロン
「ぽぽんぴぽんぽん」立ち上げ事業

20 特定非営利活動法人 かさじぞう 子育て支援　紙芝居・OMOIYARI 公演開催事業

21 福井青空スポチャンクラブ 「スポーツ指導者対象の研修会～気がかりな子ども達の Q&A ～」
開催事業

⑷「地域住民の
つながり」や「福
祉のまちづくり」
の推進を目的と
する事業

22 五箇歴史研究塾 五箇歴史の研究と普及啓発事業

23 ハートフル音楽会 いのちのボランティア「骨髄ドナー登録」を呼びかけるチャリ
ティーコンサート開催事業

平成28年度福井県まごころ基金助成事業助成団体
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Special Feature

活
動
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
な
が
ら
多
く
の
団

体
を
支
援
し
て
き
ま
し
た
。

　

事
業
開
始
か
ら
、
昨
年
ま
で
に
、
延
べ

８
９
２
団
体
総
額
１
億
６
千
百
万
円
を
超

え
る
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。今
年
度
は
、

申
請
の
あ
っ
た
41
団
体
の
う
ち
、
23
団
体

に
合
計
３
，９
８
９
千
円
の
助
成
を
決
定

し
ま
し
た
。

　

助
成
の
創
設
期
に
は
、
自
ら
の
団
体
・

グ
ル
ー
プ
の
会
員
や
関
係
者
の
資
質
向
上

な
ど
、
団
体
の
内
部
環
境
づ
く
り
を
す
す

め
る
内
容
が
多
い
傾
向
に
あ
り
ま
し
た

が
、
近
年
で
は
、
地
域
住
民
と
交
流
し
て

つ
な
が
り
を
深
め
た
り
、
他
団
体
と
連
携

　
「
自
分
達
の
地
域
を
良
く
し
た
い
」「
地

域
の
文
化
や
伝
統
を
守
り
た
い
」「
子
ど

も
か
ら
大
人
ま
で
地
域
の
人
が
気
軽
に
集

え
る
場
を
つ
く
り
た
い
」
と
い
う
目
的

で
、
概
ね
55
歳
以
上
の
方
が
新
た
に
立
ち

上
げ
る
グ
ル
ー
プ
の
活
動
に
対
し
て
助
成

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
26
年
の
事
業
開
始
か
ら
昨
年
ま
で

に
１
，９
２
３
千
円
の
助
成
を
行
っ
て
お

り
、
今
年
度
は
申
請
の
あ
っ
た
10
団
体
の

う
ち
、
７
団
体
に
９
９
０
千
円
の
助
成
を

決
定
し
ま
し
た
。

　

助
成
は
グ
ル
ー
プ
の
立
ち
上
げ
支
援
に

特
化
し
て
い
る
た
め
、
活
動
全
体
に
関
す

る
相
談
に
も
応
じ
な
が
ら
、
自
主
的
で
安

定
し
た
活
動
や
財
政
基
盤
の
強
化
も
視
野

に
入
れ
た
助
言
等
も
行
っ
て
い
ま
す
。
た

だ
し
、
全
て
の
助
成
グ
ル
ー
プ
に
対
し
て

包
括
的
な
支
援
が
出
来
て
い
る
状
況
に
は

な
く
、
活
動
の
継
続
や
広
が
り
を
効
果
的

に
支
援
す
る
手
立
て
が
必
要
な
状
況
で

す
。
一
方
で
、
助
成
団
体
の
活
動
を
福
井

新
聞
「
福
悠
人
」
に
取
り
上
げ
る
な
ど
、

団
体
と
活
動
の
周
知
の
面
で
の
サ
ポ
ー
ト

ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
助
成
事
業

シ
ニ
ア
の
地
域
活
動
を
応
援

を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
本
事
業
を
必

要
と
し
て
い
る
団
体
・
グ
ル
ー
プ
の
掘
り

起
こ
し
も
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

本
会
で
は
本
事
業
で
高
齢
者
が
定
年
退

職
後
に
ス
ム
ー
ズ
に
地
域
に
溶
け
込
み
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
地
域
活
動
な
ど
に
自
発

的
に
取
り
組
め
る
環
境
づ
く
り
を
支
援
し

て
い
き
ま
す
。

を
図
っ
て
さ
ら
に
活
動
を
強
化
し
た
り
す

る
な
ど
地
域
を
土
台
に
波
及
効
果
が
期
待

で
き
る
取
組
み
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

　

特
に
、
災
害
時
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
や
生
活
環
境
の
変
化
で
弱
い
立
場
に
な

り
や
す
い
障
が
い
者
支
援
な
ど
で
は
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
の
整
備
や
、

生
活
の
質
（
Ｑ
Ｏ
Ｌ
）
の
向
上
や
社
会
参

加
に
つ
な
が
る
ス
ポ
ー
ツ
、
芸
術
活
動
の

拡
大
な
ど
へ
と
取
組
み
が
広
が
っ
て
い
ま

す
。
引
き
続
き
、
住
民
が
地
域
と
の
つ
な

が
り
を
深
め
な
が
ら
地
域
で
安
心
し
て
そ

の
人
ら
し
く
生
活
出
来
る
環
境
づ
く
り
に

向
け
、
草
の
根
活
動
の
普
及
・
拡
大
を
支

援
し
て
い
き
ま
す
。

No 団体名 活動内容

1 新江守中ボランティア
グループ

高齢者の通所施設を訪問し、カラオケ等
の歌唱や皿回し、人相・手相判断を行い、
利用者とのコミュニケーションを図りま
す。

2 社西輪中太鼓

社西地区に江戸時代から伝わる輪中太鼓
をモチーフに、その演奏を通じて次世代
に伝承できる伝統芸能づくりを行いま
す。地域間の世代交流を広め、シニアに
よる地域活動に積極的に取り組みます。

3 ふくい映画制作倶楽部
映画の企画書を作成し、脚本作りから配
役、撮影スタッフの設定など具体的に進
めて映画作りを行い、県内外での上映を
目指します。

4 焼畑でそばづくり交流会
焼畑でのそばづくりを通じ、シニアの生
きがいづくりや地域住民との交流、美山
地区の蕎麦在来種の保護と継承活動を行
います。

5 啓蒙の食と歴史倶楽部
啓蒙地区の郷土食や自然・歴史を学び、
次世代に伝承する語り部を養成します。
また、シニア世代の生きがいづくり、健
康づくりを行います。

6 お笑い市民劇団・うちの婆っ
ちゃま一座

「みんなの笑顔に会いたくて」というテー
マで演劇を行い、愉快で楽しいまちづく
りと地域の活性化を図ります。

7 こぶしの会 認知症予防のための脳トレ、健康体操や
講座を実施します。

平成28年度アクティブ・アクション助成事業助成団体
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同
ク
ラ
ブ
は
平
成
27
年
に
平
均
年
齢
68

歳
以
上
の
高
齢
者
が
高
浜
町
住
民
を
対
象

に
、
忘
れ
去
ら
れ
つ
つ
あ
る
故
郷
の
料
理

や
作
物
の
生
産
手
法
を
再
確
認
し
て
も
ら

い
、
広
め
て
い
く
こ
と
で
、
40
歳
ぐ
ら
い

の
若
い
世
代
と
高
齢

者
の
交
流
を
拡
げ
る

こ
と
を
目
的
に
結
成

さ
れ
た
。
こ
の
取
組

み
を
、
獣
害
で
農
業

の
や
る
気
を
失
い
引

き
こ
も
り
が
ち
な
高

齢
者
の
生
き
が
い
づ

く
り
や
健
康
に
つ
な

げ
た
い
と
考
え
た
。

ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
助
成
団
体

福
井
県
ま
ご
こ
ろ
基
金
助
成
団
体

キ
ラ
リ
ワ
ー
ド

生
き
が
い
づ
く
り・地
域
の
魅
力・将
来
像
を
見
据
え
た
支
援

こ
ま
ご
ま
ク
ラ
ブ
（
高
浜
町
）

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人�

心
の
健
康
相
談
室
・
こ
だ
ち
も
り（
福
井
市
）

　

同
法
人
は
、
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
熊
谷
香

菜
江
さ
ん
が
約
30
年

間
勤
務
し
た
病
院
を

定
年
退
職
し
た
の
を

機
に
、
心
の
問
題
を

抱
え
る
子
ど
も
や
保

護
者
ら
を
支
援
す
る

た
め
、
相
談
室
に
通

う
保
護
者
ら
が
中
心

に
な
り
平
成
26
年
５

【
活
動
内
容
】（
平
成
27
年
度
）

　

・�

地
区
行
事
で
地
元
食
材
を
使
っ
た
伝

統
料
理
の
調
理
・
試
食
会�(

年
３
回
）

　

・�

公
民
館
文
化
祭
で
の
ク
ラ
ブ
活
動
内

容
発
表

　

・
さ
を
り
織
り
体
験
会

【
活
動
の
成
果
】

　

公
民
館
を
拠
点
に
文
化
祭
や
中
学
生
の

吹
奏
楽
部
と
合
同
開
催
す
る
こ
と
で
多
数

の
参
加
を
得
た
。
ま
た
、
イ
ベ
ン
ト
を
機

に
結
婚
で
嫁
い
で
き
た
女
性
と
顔
見
知
り

に
な
れ
た
。故
郷
の
料
理
や
作
物
の
生
産
、

ク
ラ
ブ
の
活
動
を
広
く
周
知
で
き
た
。

【
今
後
の
課
題
・
活
動
】

　

大
き
な
イ
ベ
ン
ト
を
行
え
る
人
員
を
確

保
で
き
て
お
ら
ず
、
今
後
は
他
団
体
に
も
協

力
を
呼
び
か
け
た
い
。
メ
ン
バ
ー
は
高
齢
で

あ
る
た
め
、
若
い
世
代
も
取
り
込
む
活
動
を

継
続
し
て
い
き
た

い
。
ま
た
提
供
す

る
食
材
等
の
費
用

負
担
を
再
検
討
し

た
い
。

　

今
後
は
、
地
域

の
自
然
の
良
さ
を

再
認
識
し
て
も

ら
え
る
よ
う
に

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
や
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
マ
ッ
プ
作
り
に
も
取
組
み
た
い
。

　

ま
た
、
地
域
の
魅
力
を
若
い
世
代
に
伝

え
て
地
域
に
定
着
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に

し
て
い
き
た
い
。

月
末
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
し
て
設
立
し
た
。

【
申
請
の
き
っ
か
け
】

　

設
立
間
も
な
く
、
連
携
団
体
か
ら
同
助

成
事
業
の
情
報
提
供
が
あ
り
、
平
成
26
年

に
「
心
の
問
題
に
関
す
る
理
解
の
普
及
・

啓
蒙
事
業
」
と
し
て
申
請
し
、
助
成
が
決

定
し
た
。
こ
の
助
成
で
活
動
を
広
く
周
知

す
る
こ
と
が
で
き
、
活
動
の
発
展
と
一
層

の
充
実
に
つ
な
が
っ
た
。

【
活
動
内
容
】

　

熊
谷
さ
ん
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
に
加

え
、
心
の
問
題
へ
の
理
解
・
啓
発
や
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
育
成
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。

年
間
に
向
き
合
う
子
ど
も
や
若
者
、
保
護

者
は
延
べ
４
０
０
人
。
近
年
は
、
注
意
欠

陥
多
動
性
障
害
（
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
）
な
ど
発
達

障
が
い
の
あ
る
若
者
の
不
登
校
や
就
労
困

難
、
早
期
離
職
と
い
っ
た
相
談
が
多
い
と

い
う
。
丁
寧
か
つ
柔
軟
な
対
応
に
努
め
て

お
り
、
就
職
訪
問
時
に
同
行
し
て
支
援
す

る
な
ど
相
談
者
に
寄
り
添
っ
た
個
別
性
の

高
い
支
援
を
心
掛
け
て
い
る
。

【
活
動
の
成
果
】

　
保
護
者
や
関
係
機
関
が
一
丸
と
な
っ
て

　

学
校
や
医
療
機
関
、
福
祉
団
体
な
ど
関

係
機
関
と
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
強
化
す
る
ほ

か
、
保
護
者
へ

の
情
報
提
供
と

意
見
交
換
す
る

た
め
、
毎
月
勉

強
会
を
開
催
し

て
、
成
年
後
見

制
度
の
基
礎
的
な
知
識
の
提
供
や
、
子
ど

も
た
ち
の
就
学
や
就
労
、
子
ど
も
を
含
め

た
家
族
へ
の
理
解
を
深
め
る
手
助
け
を
し

て
い
る
。
今
年
も
福
井
大
学
医
学
部
学
生

が
勉
強
会
に
参
加
し
、
保
護
者
と
直
接
交

流
し
て
相
互
理
解
を
深
め
た
。

　

ま
た
、
会
員
手
作
り
の
広
報
誌
「
こ
だ

ち
の
も
り
通
信
」
は
、
手
作
り
感
、
内
容

の
濃
さ
、
色
遣
い
な
ど
工
夫
が
施
さ
れ
、

「
福
祉
広
報
コ
ン
テ
ス
ト
２
０
１
５
」
障

が
い
分
野
で
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
。

【
今
後
の
課
題
】

　
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
の
実
現
に
向
け
て

　

青
壮
年
期
の
子
ど
も
に
対
す
る
将
来
像

を
見
据
え
た
相
談
支
援
が
急
務
と
な
っ
て

お
り
、
今
年
６
月
に
は
、
障
が
い
者
の
地

域
生
活
支
援
に
優
れ
る
滋
賀
県
の
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
を
視
察
し
、
親
不
在
後
の
当
事

者
の
生
活
自
立
に
向
け
た
身
辺
自
立
と
就

労
の
取
り
組
み
を
学
ん
だ
。

　

子
ど
も
の
健
康
回
復
と
社
会
的
自
立
を

実
現
す
る
た
め
、
今
後
も
専
門
機
関
と
連

携
し
な
が
ら
将
来
を
見
据
え
、
長
期
的
な

支
援
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

伝統料理の調理・試食会「里山カフェ」
　よもぎ、いたどり、うど、あざみ、こしあぶら
等を使った料理の紹介

さをり織り体験会
マフラーやティーマットの製作体験

講演会「こころの回復に向けて」の様子

会員による「こだちのもり」紹介

助成団体

の声
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� ＜ Part １～ Part ４＞
　社会福祉法人会計基準が、企業会計と大きく異なる特徴として、①支払資金勘定による資金収支計算管理が行われている。
②事業運営にかかる運営費運用通知による行政指導がなされている。が挙げられます。
　今回から４回にわたり、②の運営費運用通知について、事業種別ごとの指導内容をご紹介していきます。

Part １　社会福祉法人が運営する社会福祉施設における運営費（措置費）の運用及び指導について
　社会福祉法人は、公的資金をベースに事業運営が行われる事から資金運用についても行政指導がなされております。
　指導内容の中心は、通知内容に示される条件を満たすことにより固定化された資金使途について弾力化を認め資金の流動化を図っ
ています。

こちら経営相談室です！シリーズ
社会福祉施設経営相談員が、についてお教えします。

社会福祉施設経営相談室　TEL：0776-24-2347　お気軽にご相談ください。

第 2回　社会福祉法人会計基準が企業会計と異なる特徴について

①�社会福祉法人が経営する社会福祉施設における運営費（措
置費）の運用及び指導について《3局長第0312001号》

②�社会福祉法人が経営する社会福祉施設における運営費（措
置費）の運用及び指導について《4課長第0312002号》

対象となる施設 別表２ 対象施設　　（局長通知・課長通知共に同じ）
１生活保護法による「保護施設」 ５ ● 児童福祉法による「児童福祉施設（除く保育所）」

　 ● 児童自立生活援助事業を行う「自立援助ホーム」
　 ● 小規模居住型児童養育事業を行う「ファミリーホーム」

２ 身体障害者福祉法による「視聴覚障害者情報提供施設」
３老人福祉法による「養護老人ホーム」
４売春防止法による「婦人保護施設」

【弾力運用要件】すべてを満たす 【弾力運用要件】の⑷のみ満たさない
⑴  「社会福祉法人指導監査要綱の制定について」で適正な法人運営確
保が認められる。 ○ ⑴  「社会福祉法人指導監査要綱の制定について」で適正な法人

運営確保が認められる。
⑵  「生活保護法による保護施設に対する指導監査について」など（別

紙１）の施設で適正な施設運営確保が認められる。 ○ ⑵  「生活保護法による保護施設に対する指導監査について」な
ど（別紙１）の施設で適正な施設運営確保が認められる。

⑶  社会福祉法人会計基準に基づく財産目録、財務３表公開されている。 ○ ⑶  社会福祉法人会計基準に基づく財産目録、財務３表公開さ
れている。

⑷ 利用者本位のサービス提供で①又は②が実施されている。
 　① 「社会福祉事業経営者による福祉サービスに関する苦情解決の

仕組みの指針について」により、利用者等に「苦情解決の仕組
みの周知」、「第三者委員の設置」及び「苦情内容及び解決結果
の定期的な公表」で利用者保護に努めている。

 　② 「福祉サービス第三者評価事業に関する指針について」に基づき、
第三者評価を受審し、 結果は利用者のみならず一般に公表し公表
を行い、サービスの質の向上に努めている。

×

⑷ 利用者本位のサービス提供で①又は②が実施されている。
 　① 「社会福祉事業経営者による福祉サービスに関する苦情

解決の仕組みの指針について」により、苦情解決の仕組
み周知、第三者委員を設置し適切対応と定期的内容の公
表で利用者保護に努めている。

 　② 「福祉サービス第三者評価事業に関する指針について」
に基づき、 第三者評価を受審し、結果公表を行い、サー
ビスの質の向上に努めている。

○運営費等の使途範囲について ○運営費等の使途範囲について
【弾力運用①】
　⑴  人件費、管理費、事業費の区分に関わらず運営経費に充当可能
　⑵  運営費からの積立金に積立て、次年度以降の当該施設の経費に

充当可能
　　　①人件費積立金
　　　②施設整備等積立金

【弾力運用①】
　⑴  人件費、管理費、事業費の区分に関わらず運営経費に充当可能
　⑵  運営費からの積立金に積立て、次年度以降の当該施設の経費に充

当可能
　　　①人件費積立金
　　　②修繕積立金
　　　③備品購入積立金【弾力運用②】

　⑶  民間施設給与等改善費（運営費の加算額）を限度として資金繰
入可能かつ、社会福祉施設等（別表３）の整備等に係る福祉医
療機構の借入償還金 ( 含む利息）に充当可能

＜別表３による対象事業は本通知をご覧ください。＞

【弾力運用②】
　民間施設給与等改善費管理費加算相当額限度

【弾力運用③】
　⑷運用収入（預貯金の利息等の収入）は下記に充当、資金繰入可能
　　①～⑤への　【資金繰入】
　　　①福祉医療機構への償還金（含む利息）
　　　②法人本部の運営経費
　　　③第一種社会福祉事業及び第二種社会福祉事業の運営経費
　　　④ 同一法人が運営する社会福祉事業と一体的に運営される小規

模な公益事業の運営経費
　　　⑤介護保険法に定める指定居宅サービス事業等の運営経費

【弾力運用③】
　事務費（人件費及び管理費）から生じる運用収入相当額
　　○法人本部への資金繰入

○前期末支払資金残高の取扱いについて ○前期末支払資金残高の取扱いについて
【要件】
　�理事会の事前承認 資金使途 当該施設の通常経費

の不足分の補填
【要件】
　行政の事前承認 資金使途 弾力運用④の

使途範囲内
【弾力運用④】
　 当該施設の運営に支障が生じない範囲（前期末支払資金残高の範囲）

で①～③への資金繰入可能
　　①法人本部の運営経費
　　②第一種社会福祉事業及び第二種社会福祉事業の運営経費
　　③ 同一法人が運営する社会福祉事業と一体的に運営される小規模

な公益事業の運営経費及び介護保険法に定める指定居宅サービ
ス事業等の運営経費

【弾力運用④】
　 当該施設の通常経費の不足に充当又は修繕費及び業務省力化機器の

設備等の範囲内で可能
　　※当該法人内の他事業への資金繰入は認められない。

（注）【30％ルール】
　当期末支払資金残高は当該年度の運営費（措置費）収入の 30％以
下の保有とすること。
○法人内における資金の繰替使用（貸借） ○法人内における資金の繰替使用（貸借）
法人内での資金の繰替使用は可能であるが、年度内に限られる。（年
度末精算が条件）

法人内での資金の繰替使用は可能であるが、年度内に限られる。（年度
末精算が条件）

｝目的外使用は理事会承認を要す。

前期末支払資金残高の10％限度額

●注１： 措置費（運営費）等補助対象施設
（21 施設） 建物、設備の整備・修繕、環境の

改善等に要する経費（借入償還金
（含む利息）に繰入可●注２： 在宅福祉事業を行うための施設

（９施設）

｝目的外使用は行政承認を要す。
※積立時＝使用計画作成を要す
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社協トピックスTOPICS

　福祉・介護分野の人材不足は深刻であり、
このままでは超高齢社会の福祉・介護ニー
ズに十分に応えられない状況となりかねま
せん。
　そこで、国の施策に基づき、福祉や介
護の仕事の無料職業紹介事業を行ってい
る「福井県福祉人材センター」や「福祉の
お仕事」検索サイトを広く県民に周知し、
福祉や介護の仕事に関心をもってもらうた
め、ショッピングセンターや地域のイベン
トに出張して、PR活動を行っています。

①   ８月  ５日（金）　13:00 ～ 16:00　サンプラザ（勝山市）
②   ８月 20 日（土）　10:00 ～ 16:00　エルパ（福井市）
③   ９月 17 日（土）　13:00 ～ 15:00　ベル（福井市）「福井市介護者のつどい」会場
④   ９月 24 日（土）　  9:30 ～ 15:30　小浜市中央公民館（小浜市）「ふくい健康長寿祭」会場
⑤   ９月 24 日（土）　11:00 ～ 16:00　越前市文化センター（越前市）「越前市福祉フェスタ」会場
⑥   ９月 25 日（日）　11:00 ～ 14:00　清水北小学校（福井市）「ふれあい福祉まつり＆敬老会」会場
⑦ 10 月 15 日（土）　10:00 ～ 15:00　森田小学校（福井市）「森田地区文化祭・ふれあい福祉まつり」会場

福井県社会福祉協議会 福井県福祉人材センター
福井市光陽 2 丁目 3-22　　TEL：（0776）21-2294　　FAX：（0776）24-4187

　６月 19日（日）福井県産業会館に於いて、参加事業所（嶺北）
56事業所、来場者 122 名が参加した「ふくい福祉就職フェア」
が開催されました。
　フェアは事業所の採用担当者と参加者が対面で話をすること
ができるため、双方の思いを確認し合う良い機会となりました。
　参加者は会場で渡される求人情報で条件を確認しながら、希
望する事業所との面談に臨んでいました。
　面談では知りたい情報を正確に得たという積極的な姿勢から質問する姿も多くみられました。
　参加者からは「面談することで職場の雰囲気や求められているスタッフ像が掴めた」との声もあり、
意味のある面談会でした。
　事業所のブースによっては面談の椅子が不足し、急遽追加したというハプニングがありましたが、
今回のフェアで採用したい人材を見つけることができ、後日、面接や事業所見学の日程調整をおこなっ
た事業所もありました。
　今後も福祉人材センターはより多くの人たちに福祉の仕事の魅力を伝え、福祉人材の確保に努めて
いきます。

ふくい福祉就職フェアレポート

福祉人材センターでは、
ショッピングセンターや地域のイベントに出張して、
福祉・介護の仕事のＰＲ活動を行っています。

青空をイメージしたＰＲ
ブースでイベントを盛り上
げます

ブースに座って、ＰＲ動画
を視聴したり、タブレット
に触って福祉のお仕事の検
索体験ができます。

チラシやティッシュを配るほ
か、お子さん向けにバルーン
アートのプレゼントもします。ＰＲ隊今後の活動予定

※日程・時間等が変更となる場合もあります。

費用は一切かかりません。お気軽にお問合せください。
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貸付対象者 貸付額 返還の免除

介
護
職
員

次のいずれにも該当する者
①介護職員としての実務経験を1年以上有する者
② 介護福祉士、介護職員初任者研修を修了したなど一定の知識・経験を有

する者
③ 介護職員処遇改善加算を取得している県内の介護事業所等に再就職し

た者（再就職先の雇用形態は正規職員または労働日数・労働時間が正規
職員の３／４以上であること）

④ 直近の介護職員としての離職日から再就職するまでの期間が１年以上
あり、その間、県内で介護等の業務に従事していない者

⑤再就職までの間に福井県福祉人材センターに届け出を行った者

20 万円以内
（無利子）

1 人につき
１回限り

介護職員の業務
に２年間従事し
たとき

保
育
士

次のいずれにも該当する者
①保育士登録後1年以上経過した者
②保育所等を離職後1年以上経過した者または勤務経験のない者
③県内の保育所等に新たに勤務する者

児童の保護等の
業務に２年間従
事したとき

※県内に住民登録があり、平成 28 年４月１日以降に再就職または内定決定した者から申請が可能です。

～介護職または保育士の仕事にカムバックしませんか！？再就職の準備に必要な費用を貸付けします～

介護職員・保育士就職準備金貸付のご案内

貸付対象者：�保育士の養成施設（児童福祉法の規定により指定された学校または養成施設）に在学し、県内に住民
登録がある者

貸　付　額：月額５万円以内（２年間）
　　　　　　入学準備金 20万円以内、就職準備金 20万円以内の加算もあり
返還の免除：�養成施設を卒業後１年以内に県内の保育所等で保育士として児童の保護等の業務に従事し、引き続き

５年間従事した時は貸付金の返還が全額免除されます。
詳しい内容は、福井県社会福祉協議会地域福祉課　電話0776-24-4987　まで

～保育士の資格取得のための学費を無利子で貸付けします～

保育士修学資金貸付のご案内 （募集期間8月19日まで）

開催日時 ９月24日（土）　9：30～15：30
会　　場 生きがいづくりイベント

小浜市働く婦人の家（小浜市大手町４－１）
健康づくりイベント
小浜市中央公民館（小浜市大手町5-31）

当日は先着1000名様に粗品をプレゼントします。

体験しよう
小浜市中央公民館
　押し花
　木製おもちゃ
　さをり織り
　ラフターヨガ
　絵本読み聞かせ

健康チェックコーナー
小浜市働く婦人の家
　姿勢・バランス評価、ロコモティブシンドロームチェック
　認知症判定、日常生活動作（排泄、入浴、食事）の困りごと相談
　体成分、骨格筋、脂肪、部位別バランス測定
　高齢者の特性をふまえた調理法

スポーツ体験
　吹き矢
　ノルディックウォーク
　※ノルディックウォークは事前申込み必要

昨年のノルディックウォークの様子

ふくい健康長寿祭2016 入場
無料
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６月４日（土）
　寄付金　100,000 円
　　　　　（社会福祉法人　竹伸会福祉事業後援会）
　　　　　300,000 円
　　　　　（竹伸会園長会・職員会・保護者会）
　寄付者　社会福祉法人　竹伸会福祉事業後援会（福井市）
　　　　　社会福祉法人 竹伸会 園長会・職員会・保護者会（福井市）
　贈呈先　社会福祉法人　福井県社会福祉協議会

６月 16 日（木）
　贈呈者　福井県信用金庫協会 様（福井市）
　寄付金　210,500 円（ワンコイン募金運動基金）
　　　　　使用済み切手　　39.2㎏（約 274,000 枚）
　　　　　書き損じハガキ　45 枚
　　　　　※ 使用済み切手および書き損じハガキは知的障害者の社会啓発運動および自立支

援、生きがいづくり支援事業を行っている団体へ送付

　贈呈先　社会福祉法人　福井県社会福祉協議会

６月 28 日（火）
　寄付金　204,143 円
　寄付者　株式会社
　　　　　等愛会 様（若狭町）
　贈呈先　社会福祉法人
　　　　　福井県社会福祉協議会

寄付・寄贈寄付・寄贈

株式会社　等愛会 様

社会福祉事業の発展のために活用させていただきます。

　　平日コース：８月26日（金）
　　　　　　　　於　大野市職業訓練センター
　　土曜コース：８月27日（土）
　　　　　　　　於　福井県社会福祉センター
内容 時　間

模擬テスト 10：00～ 12：00（60問）　　

答え合わせ
と解説

12：40～ 14：40
8/26大野会場
　講師：大野和光園居宅介護支援事業所
　　　　主任介護支援専門員　髙橋 亮治 氏
8/27福井会場
　講師：若狭町地域包括支援センター
　　　　介護支援専門員　　  河原 悦子 氏

◆受講対象者
　 「介護支援専門員実務研修受講試験」の受験資格を有する方
◆受　講　料
　8,000 円（本会の対策講座を受講の方は 7,500 円）

　人材研修課
TEL：0776-21-2294　E-mail：manp@f-shakyo.or.jp

福井県信用金庫協会 様社会福祉法人　竹伸会 様

お問合せは、お電話またはEメールでお気軽に！
ホームページにも掲載中。

平日コースも
できました！

ケアマネ試験直前勉強会！
模擬テスト＆解説
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賛助会費は一口五千円です。民間団体として、柔軟で効果的な活動を図る
ため、ぜひご協力をお願い致します。

《お問い合わせ先》 福井県社会福祉協議会　総務施設課
電　話　0776-24-2339
メール　somu@f-syakyo.or.jp
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